
研究テーマ 

相手のよさに気付き認め合うための援助の工夫 

～ごっこ遊びを通して～ 

                                      沖縄市立宮里幼稚園 

                                      教諭  大城 雅美 

Ⅰ テーマ設定の理由 

幼児期は、将来にわたり人とかかわりながら

生活を営んでいくための基礎となる力を培う時

期である。しかし、近年の情報化，核家族化、

少子化が進む社会背景は，幼児の生活にも大き

く影響し，地域における遊び仲間や遊び場の減

少などから，子ども達が刺激し合いながらいろ

いろな感情体験を味わう機会が少なくなってい

る。そのため，幼稚園生活において子ども同士

がぶつかり合ったり，喜んだり，悲しんだり，

我慢したりなどし，葛藤やつまずきを体験する

中で，‟友達がいるから楽しい“と感じられるよ

うになることが大切なことであろう。 

幼稚園教育要領によると，人とのかかわりに

関する領域「人間関係」では，他の人々と親し

み，支えあって生活するために，自立心を育て，

人とかかわる力を養うと示されている。幼稚園

生活において教師との信頼関係を基盤にして，

身近な人々と安心して触れ合いながら様々な活

動を楽しんだり，一緒に行動することの喜びや

充実感を味わったりすることは，人と積極的に

かかわって生活を営もうとする意欲を育てるた

めに大切なことである。その中で自己を発揮し，

相手を尊重する態度を身に付けていくことにつ

ながっていくとある。 

本園の園児の実態を見てみると，明るく元気

な子が多いが，自分の思いが優先になり人の話

しが聞けない子や、逆に自分の思い・考えを表

現するのが苦手な子，困ったことが起こると泣

いたり，黙り込んだりする子もいる。中には友

達とすぐにトラブルを起こしてしまう子もいる。

また，同年齢の幼児とかかわる経験があまりな

くて，どう接したらいいのかわからず一人で過

ごしている子がいたり，教師や大人とは進んで

かかわろうとするが、友達同士ではうまくかか

われない子の姿も見られる。 

そのような幼児の実態から，教師は一人一人

の幼児を理解し，自分の思いが伝えられるよう

に援助したり，幼児同士の心をつないでいくこ

とが大切であると考える。これまでの保育を振

り返ってみると，幼児一人一人に寄り添い，教

師と幼児の関係を築きながら幼児のよさを見つ

けるよう努めてきた。しかし，そのよさを認め，

しっかり伝えることで自己肯定感を高めてあげ

たり，幼児に互いのよさを認めさせる機会をも

っと多く作ることが必要ではなかったかと反省

する。 

幼児にとって友達は、発達を大きく促してく

れる存在である。幼児が自ら興味や関心を持ち，

幼児同士のつながりが広がるような遊びや環境

の構成を工夫していくことで人とかかわる楽し

さを味わい，進んで活動に取り組むことができ

るであろう。また，教師や友達とかかわる中で、

自分の思いを相手に伝えたり、相手のよさに気

付かせる場や機会を設定し，それを経験させる

援助を工夫することで，一緒に活動する楽しさ

を味わい，友達関係が深まっていくと考える。 

「ごっこ遊び」は，遊びの主体である幼児自

身がイメージを実現しようと自分を出し，見つ

けていく場であると共に，友達との遊びの中で

たくさんのことを学び，友達関係を深め，広げ

ていく場であると捉える。そこで，「ごっこ遊

び」を通して，幼児同士の心をつなげる教師の

援助の在り方を探り，そのような機会をつくり、

経験させながら、相手のよさに気付かせること

で，幼児が互いに認め合い，育っていくのでは

ないかと考え、本テーマを設定した。 

 

 



Ⅵ 研究内容 Ⅱ 目指す幼児像 

１ 研究内容１  ○ 友達と進んでかかわり，いきいきと活動

する子 (1) 幼児期の発達の特性と人とのかかわり 

① 幼児期の発達  ○ 友達のよさに気付き，認め合うことがで

きる子 およそ２歳ごろから６歳までを幼児期とよぶ。

それまで母親や身近な人の保護や援助がなくて

は，ほとんど自分では何もできなかった子ども

が，身の回りのことができるようになり，言葉

を獲得するとともに，人とかかわる力をつけ，

環境に積極的に働きかけることができるように

なる。そのため幼児期は依存から自立への時期，

社会化への始期などとも言われる。 

 

Ⅲ 研究目標 

友達とかかわって遊ぶ活動を通して，幼児が

相手のよさを認め，共に育ちあうための援助の

在り方を充実させる。 

 

Ⅳ 研究仮説 

１ 基本仮説 ② 言葉の発達と人とのかかわり 

言葉は，人間関係の中で互いの意志伝達の媒

体として重要な役割を果たすものであり，身近

な人とのかかわりを通して，以下のように獲得

されていくものである。 

ごっこ遊びを通して，自分の思いや考えを伝

えたり，相手の思いにも気付かせることによっ

て，互いによさを認めあうことができるであろ

う。 

新生児期 

(誕生から１

ヶ月頃まで) 

・産声 

・叫喚(苦痛，空腹など何らかの

要求表現) 

 

 

乳児期 

(誕生から 

１歳頃まで) 

・喃語（声遊びとよばれ，将来の

音声の訓練になる） 

・音声の摸倣（言葉獲得への準備

期） 

この時期は大人の適切な言葉か

けや接触，目と目の合う関係が大

切である。 

 

幼児前期 

(１歳から 

３歳頃まで) 

指差しや一語文などの有意味語

が成立し，２歳半から３歳にかけ

て語彙が急激に増大する。文章の

構造面で，ほぼ完成に近づくのも

３歳頃である。 

 

幼児後期 

(４歳から 

６歳) 

語彙の増大，文法の取得，複雑

な文の獲得とともに，言語による

伝達が発達し，個人同士の交渉が

可能になってくる。しかし，自己

中心的な言語が多い。 

 

２ 具体仮説 

(1) 「人とのかかわり」の意義を捉え，幼児の

実態を把握することで，教師の援助の在り

方が明確になるであろう。 

 

(2) 他児とのかかわりを意図的に計画し，人と 

かかわる楽しさを味わわせることで，自分の

思いや考えを伝えることができるであろう。 

 

(3) 遊びの中で，お互いのよさを認め合う機会 

を持つことで，自己肯定感も高まり，よりよ

い関係作りができるであろう。 

 

Ⅴ 研究構想図 
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Ⅴ 研究構想図   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
研究のまとめ・研究成果と今後の課題 

検証保育の計画・実践・分析・考察 

園教育目標 
○元気で明るい子 
○考えて行動する子 
○思いやりのある子 

幼児の実態 
○明るく元気な子が多い。 
○自分の思いや考えを表現する
ことが苦手な子もいる。 

○友達とすぐにトラブルを起こ
す子がいる。 

教師の実態 
幼児理解に心がけながら，幼

児同士のつながりを深める保育
の在り方を模索中である。 

家庭・地域の実態 
○核家族が多く，両親共働きで
学童や預り保育の子が多い。 

○園に対して協力的な保護者が
多い。 

目指す幼児像 
○友達と進んでかかわり，いき
いきと活動する子 

○友達のよさに気付き，認め合
うことができる子 

研究目標 
友達とかかわって遊ぶ活動を
通して，幼児が相手のよさを認
め，共に育ちあうための援助の
在り方を充実させる。 

研究の基本仮説 
ごっこ遊びを通して，自分の

思いや考えを伝えたり，相手の
思いにも気付かせることによっ
て，互いによさを認めあうこと
ができるであろう。 

社会的背景 
核家族化，少子化，情報化な

どの進展により，他者と触れ合
って遊ぶ直接的体験が少なくな
っている。 

県教育施策 
○遊びを通しての総合的な指導
の充実 

○基本的な生活習慣の形成 
○園内研修の充実 

市教育施策 
望ましい環境を通して行う幼

児教育の充実 

研究テーマ 

相手のよさに気付き認め合うための援助の工夫 

～ごっこ遊びを通して～ 

具体仮説１ 
「人とのかかわり」の意義を

捉え，幼児の実態を把握するこ
とで，教師の援助の在り方が明
確になるであろう。 

 
 
 
研究の内容１ 

○幼児期の発達の特性 
○幼稚園教育要領「人間関係」 
についての捉え 

○幼児の実態把握 
・アンケート分析 
・ソシオメトリー 

具体仮説２ 
他児とのかかわりを意図的に

計画し，人とかかわる楽しさを
味わわせることで，自分の思い
や考えを伝えることができるで
あろう。 

 
 
研究の内容２ 

○遊びの精選と実践 
・ごっこ遊び 

○環境構成の工夫 

 
 
 
研究の内容３ 

○お互いのよさを認め合う保育
の実践 

具体仮説３ 
遊びの中で，お互いのよさを

認め合う機会を持つことで，自
己肯定感も高まり，よりよい関
係作りができるであろう。 

 



幼児後期の自己中心的な言葉とは，まだ単語

で伝わるものと思っていたり，話したつもりで

相手に話が伝わっていないことに気付かずにい

るようなことである。 

幼児は，身近な人々や友達と過ごす中での多

くの社会的学習を通して，自己中心的な言葉か

ら協力関係というような相互交渉が可能になる

ことが大切である。 

幼稚園において幼児は，教師や友達とかかわ

りをもち，親しみを感じると相手に気持ちを伝

えようとする。気持ちを自分なりの言葉で表現

したとき，相手がうなずいたり，言葉で応答し

たりすると楽しくなり，もっと話そうとする。

自分の話を聞いてもらう満足感を味わうことに

より，人の話も聞こうとする気持ちになるので

ある。友達と気持ちがすれ違った時，考えが合

わなかった時，けんかが生じることもあるが，

自分と相手とぶつかり合い，お互いの思いを出

し合うことで相手にも気持ちがあることを知る

ことができるようになるのである。幼児は，そ

の過程を通して，相手との会話の仕方や話し方

を学び，言葉を使ってのコミュニケーションが

可能になるのである。 

 

(2)幼稚園教育要領「人間関係」についての捉え 

① 幼稚園教育要領「人間関係」のねらい 

・幼稚園生活を楽しみ，自分の力で行動するこ

との充実感を味わう。 

・進んで身近な人とかかわり，愛情や信頼感を

もつ。 

・社会生活における望ましい習慣や態度を身に

付ける。 

② 人とかかわる力とは 

保育用語辞典によると「人とかかわる力」と

は，相手に自分の気持ちや考えを言葉や態度で

伝えられるようになり，相手の気持ちや考えを

受け止め，それを自分の気持ちや考えなどと調

整し，お互いが支えあったり，思いやったりし

ながら，人と一緒にいることの楽しさを共感・

共有することができる力である。つまり，発信

者と受信者の双方に「伝える力」と「受け取る

力」が必要になる。 

人とかかわる力の基礎は，自分が保護者や周

囲の人々に温かく見守られているという安心感

から生まれる人に対する信頼感を持つこと，さ

らに，その信頼感に支えられて自分自身の生活

を確立していくことによって培われるのである。 

③ 幼稚園における人とのかかわり 

幼稚園生活においては，何よりも教師との信

頼関係を築くことが必要であり，それを基盤と

しながら，幼児が多くの他の幼児や教師と触れ

合う中で，自己の存在感や他の人々と共に活動

する楽しさを味わうことで，人とかかわる力が

育っていくのである。 

幼稚園における人とのかかわりが育つ過程を

幼稚園教育要領解説の中から図１のようにまと

めてみた。 

 

図１ 人とかかわる力 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情緒の安定 

自発的な行動・意欲 

 満足感，達成感，充実感，自信 

自己の存在感， 
人への積極的な関心，
共感や思いやり 

自己抑制，決まりを守る，
必要な習慣や態度を身に付ける

様々な 
感情体験 

多くの他児や教
師との触れ合い 

教師との信頼関係 

 



④ 信頼関係を築くための教師の役割 

幼稚園において，人とかかわる力の基盤とな

る“教師との信頼関係”は，教師が一人一人の

幼児の思いを受け止め尊重しながら，その幼児

が自分の力で歩き出せるように援助することと，

幼児が教師に受容され，自分の気持ちを共感し

てもらう体験を多くもつことの相互関係によっ

て築いていくのである。 

ア 温かい関心を寄せる 

・幼児のありのままの姿をそのまま肯定的に

受け止め，期待をもって見守る。 

・一人一人の幼児が自分から伸びていく力を

持っている存在であることを信頼する。 

・どの幼児の動きにも心を配れるような位置

に居るように心がける。 

・一人一人の幼児が様々な形で送ってくるサ

インを受け止めて応じるよう努力する。 

・やたらにほめたり，励ましたり，つきまと

ったりするのではなく一人一人にあった効

果的なほめ方，認め方をする。 

イ 心の動きに応答する 

・答えを示すのではなく，幼児の心の動きに

そって共に心を動かしたり，知恵を出し合

ったりする。 

このように教師に受け止められている実感か

ら，自信や意欲につながり自己を発揮するよう

になる。 

⑤ 友達とのかかわりで育つ姿 

自己を発揮して遊ぶようになると，次第に他

児とのかかわりをもつようになる。幼稚園教育

要領解説書で「幼児の心身の諸側面は，それぞ

れが独立して発達するものではなく，友達と身

体を動かして遊びを展開する中で，それぞれの

側面が関連しあうことにより，発達が成し遂げ

られていく」とある。そこで友達とのかかわり

で育っていく姿を次のように捉えた。 

○ 自己の存在感や友達のよさに気付き，共に

活動する楽しさを知るようになる。 

○ 自分とは違った友達への積極的な関心，共

感や思いやりなどをもつようになる。 

○ 様々な体験を通して，うれしい，悔しい，

悲しい，楽しい等の感情を味わうようになる。 

○ 良いことや悪いことに気付き，考えながら

行動できるようになる。 

○ 決まりの大切さに気付き，守ろうとする。 

○ 相手に気持ちを伝え，伝わることでより親

しみを持つ過程を経て，相手の思いにも気付

くようになる。 

○ 自己主張のぶつかり合いや，トラブルなど

の負の体験を通して，相手の立場に思いを寄

せたり，自己抑制ができるようになる。 

○ 友達と共に遊ぶ楽しさを経験していくうち

に，友達と一緒に物事をやり遂げようという

気持ちをもつようになる。 

このように，一人一人の幼児の発達は，友

達や教師が共に生活する中で促され，幼児同

士が良い刺激を受けあい，様々な体験を重ね

ることにより相互に影響されながら育まれて

いくものである。 

 

(3) 幼児の実態把握 

① 実態把握アンケート 

○ 調査目的 

幼児の家庭での様子や人とのかかわり，ま

た，保護者の意識を把握し，本研究の資料と

して役立てる。 

○ 調査方法 

 ・対象：宮里幼稚園３組32名の保護者 

 ・調査日：平成18年10月25日 

 ・回収率：81％ 

 

質問１ 降園後，お子さんが主に遊ぶところは

どこですか？ 

学童保育
38%

家の中 35%

児童公園
15%

家の庭（駐
車場等）

12%

祖父母宅
4%

友だちの家
0% 路地

 0%

 

 

 



（考察） 質問２ お子さんは主に誰と遊んでいますか？ 

質問３，４から幼稚園に行きたがらないこと

もある子が 35％，幼稚園を楽しいと感じていな

い様子である子が８％(２名)いることがわかっ

た。 

母親
 19%

近所の子
 8%

一人
 4% 祖父母

 4% いとこ
 4%

父親 12%

友達
 46%

兄弟 42%

 

 

質問５ お子さんは，帰宅して園での様子を話

しますか？  

 

 

  

 （考察） 

 質問１・２から降園後に学童に行き，友達と

かかわることがある子を除いては，家の中や駐

車場で祖父母，いとこを含む家族とだけ遊ぶ子

がほとんどであることがわかった。子ども達は，

身体を思い切り動かして遊ぶ体験が少ないうえ，

かかわりをもつ相手が固定的で，友達とかかわ

る機会が少ないと思われる。 

 

 

 

自分から
話す
 58%

問いかけ
たら話す

 42%

まったく
話さない

 0%

質問６ 話の様子から友達の名前がでますか 

①よくでる（複数の名前） 15人(58％)

②よくでる（同じ名前のみ） ５人 (19％)

③時々友達の名前がでる ４人 (15％)

④あまり友達の話はしない ０人 (０％)

⑤遊び（生活）の様子のみ話す ２人 (８％)

 

質問３ 登園時の様子はどうですか？ 

④ 0% ⑤ 8%

③ 15%

② 19%

① 58%

 

毎日
喜んでいく

 65%

しかたなく
いく    0%

その他
 0%

行きた
がらない
こともある

35%

 

 

質問４ お子さんは「幼稚園は楽しい」と感じ

ている様子ですか？ 

（考察） 

「園での様子をまったく話さない」子は，い

なかったが，自分から進んで話す子が 58％と

少ない。 

感じている
様子
92%

あまり感じ
ていない
様子　 8%

どちらとも
いえない 0%

 

また，自分から話す子の 87％が友達の名前

がよく出てくる（複数の名前 77％，同じ名前

23％）こともわかった。友達と楽しく遊んだ

出来事を家族の人に伝えたいという気持ちが

表れているように思える。 

 



 質問７ お子さんに身につけて欲しい心はどれ

ですか？（３つ選ぶ） ② ソシオメトリック・テスト 

ソシオメトリック・テストとは，子どもにク

ラスメートの写真や名前の書かれたリストを見

せて，各クラスメートとどのくらい一緒に遊び

たいかを評定してもらう『仲間評定法』と，好

きなクラスメート「選択」と嫌いなクラスメー

ト「排斥」を数名あげてもらう『仲間指名法』

がある。 

1

2

3

3

4

5

10

10

10

12

18

0 5 10 15 20

⑪自然を愛する心

⑩おおらかな心

⑨きまりを守る心

⑧感動する心

⑦命を大事に
する心

⑥協力する心

⑤感謝する心

④努力する心

③我慢する心

②友達や身近な
人を大切に思う心

①思いやりの心

 

子どもの仲間内地位を検討したり，クラスの

中でのグループなどを知ることができ，友達関

係を広げたり，新たな友達作りをすることもで

きるテストである。 

本研究では，クラスの中での友達関係を把握

し，遊びを計画していくための参考にするため，

クラスの中で好きな友達を３名あげてもらう

「選択」だけを行なった。好きな友達と遊ぶこ

とで幼児は自己を表現し，相手を受け入れやす

いと考え，あえて「排斥」（嫌いな友達をあげ

てもらう）は行わないこととした。 

（考察） 

子どもに身について欲しいと思う心の上位

は，「思いやり」「友達や身近な人を大切に

思う」「我慢する」「感謝する」があげられ

ている。それらは，幼児が人とのかかわりの

中で身につけていくものであるため，大切に

していきたい。 

 

● ソシオメトリック・テストの結果 

 

 

 

 

 《考察：園生活の重要性の再認識》 

 保護者が「子どもに身に付けさせたいと思う

心」の上位を示したのは，人とのかかわりで育

つものであることがわかった。しかし，降園後

の幼児の実態をみると，安全面に配慮して戸外

で遊ばせない家庭もあり，幼児が友達とかかわ

って遊ぶ機会が少ない現状にある。 

 

 

 

 

 

 幼児がのびのびと身体を動かして遊んだり，

教師やたくさんの友達とかかわり，ともに活動

する楽しさや様々な感情体験を味わうことがで

きる幼稚園での生活を充実させていくことが大

切であると実感した。幼児が安心して自己発揮

し，人とかかわることができる場や時間の確保

が必要であろう。 

 

 

 

 

 

 

  

表を作成したところ，友達を１名だけしか選 択することができなかった子や７名の友達から
○は相手からだけ選択された数 

・１～16は男児，17～32は女児 
・◎は選択した友達からも選択された相互の関係 



・失敗を繰り返しては工夫し，創造性豊かに

活動するようになる。 

選択された子など，普段のかかわりや観察だけ

では把握することができなかったクラスの仲間

関係を知ることができた。 ○ 社会性の発達 

・遊びの中でトラブルが生じると，ルールの

必要性を知り，守ること，人を尊重するこ

とを学ぶ。 

その結果，一人一人にあった援助の在り方の

方向性が見えてきた。その例として，  

・１名だけしか選択できなかった子は，その相

手とのかかわりから友達関係が広がっていけ

るように援助していく。 

・葛藤場面を通じて，自己コントロールや集

団の中の自分を感じ，自己を形成していく。 

イ 遊びの発達と友達とのかかわり ・落ち着きがなく，乱暴な面が見られ誰からも

選択されなかった子は，その子が選択した子

との関係から友達とのかかわり方を学んでい

けるように援助していく。 

乳幼児期の遊びは，単独での遊びから，双

方向へのやりとりを含む遊びへと変化し，遊

びが発達する中で友達関係や社会性が発達し

ていく重要な活動と捉えることができる。 ・すでに友達関係が成立し，いろいろなことに

挑戦しようとする意欲の強い女児のグループ

は，さらに関係が深まるように援助していく。 

パーテン（Ｐarten,1932）は，「遊びの中

での仲間とのかかわり」という遊びの社会的

側面に注目し，子どもの遊びの発達尺度を次

の６つに分類している。 

 

２ 研究内容２ 

遊 び 内   容 

専念しない 

行動 

一人で身体を動かしたり何かをボー

ッと見ている状態 

一人遊び 
他の子どもとは違う遊びをしている

状態 

傍観者遊び 
他の子どもの遊びを眺めているが，

その遊びに積極的に参加しない状態

平行遊び 
他の子どもと同じような遊びをして

いるが，お互いの交流がない状態 

連合遊び 

他の子どもと一緒に遊び，会話や遊

具の貸し借りなどお互いの交流はあ

るのだが，遊びの中でのはっきりと

した役割分担や共通のルールがまだ

ない状態 

協同遊び 

他の子どもと一緒に遊び，集団の中

での役割分担やルールが見られる組

織的な遊び 

(1) 遊びの精選と実践 

① 遊びについて 

幼児期の生活のほとんどは遊びによって占め

られている。遊びは生活に必要な意識的適応行

動とは異なり，遊ぶこと自体が楽しいもので，

自発的，自由な活動である。 

また，自発的な活動としての遊びにおいて，

幼児は心身全体を働かせ，諸能力を獲得してい

くのである。 

ア 遊びの発達的役割 

○ 身体や運動能力の発達 

子どもの遊びには，ブランコや滑り台，砂

遊びなど身体を動かすものが多く，自発的に

楽しんでいるうちに，調整力や敏捷性，平行

性などのいろいろな運動機能を発達させてい

く。 

○ 知的発達 

・幼児は，水や土，砂，おもちゃなど身近な

環境にあるものを遊びの材料にし，遊ぶ中

で自然に知覚，思考，推理などの能力，判

断力が育つ。 

本研究で取り入れる友達とのごっこ遊びは

遊びを進める中で，この発達尺度の中の目標

とする協同遊びへ発達していくと考える。 

② ごっこ遊び 
・相手がいることで表現力や言語能力が養わ

れていく。 
ア ごっこ遊びとは，幼児特有の活動でまねっ

 



 ・何かになって遊びたいという表現の意欲を

幼児に起こさせる。 

こ遊びである。身近な人々やこと，ものに対

する興味・関心からそれらに対して，自分の

経験や願望，知っていることを盛り込んでイ

メージを実現しようとする遊びである。 

 ・幼児を主体にし，動きやことばを考えさせ

るようにする。 

 ・一人一人がいろいろとなりたい役になって

遊ぶ段階を経て，役を固定していく。 

イ ごっこ遊びのもつ特性と意義 

○ 興味をもち，没頭して遊ぶことで表現の喜

びを味わう。  ・お面や道具などを作ったり，動きやことば

を決めていく。 ○ 摸倣遊びのように，自分が興味・関心を持

った人に「なったつもり」でごっこを行うこ

とで習慣や態度，知識や能力を身につける。 

 ・動きの流れの効果音などがあると，それを

使って自分たちで劇遊びを楽しむことがで

き，また，劇遊びに向けての学級の雰囲気

を盛り上げるのに効果的である。 

○ 再現遊びのように，身近な生活の中から，

お巡りさんや，消防署に働く人，看護師など

興味・関心を持った人や物に「なってみよ

う」とすることで，社会的な生活の仕方を身

に付ける。 

・劇の流れが同じような動きを繰り返す場面

で構成されていることや幼児の待つ時間を

少なくするように構成されていることも大

切である。 ○ 簡単な社会のしくみや働きに興味・関心を

深め，幼児なりに理解していく。 (2) 環境構成の工夫 

幼児期は自分の生活を離れて知識や技能を一

方的に教えられて身に付けていく時期ではなく，

生活の中で自分の興味や欲求に基づいた直接

的・具体的な体験を通して，人間形成の基礎と

なる豊かな心情，物事に自分からかかわろうと

する意欲や健全な生活を営むために必要な態度

などが培われる時期である。 

ウ ごっこの中で育つもの 

・全体的な発達の促進 

・自己表現による情緒の安定 

・知的な発達の促進 

・人間関係の拡大 

ごっこ遊びは，幼児の人間として認められ

たい基本的な要求を満足させると共に，その

ことを通して，人間関係を拡大させていく。

幼児なりに他人を認め，受け入れることによ

り，また自分を他人が認めてくれたという満

足により，人間として成長していくのである。 

そのため，教師は，幼児の興味・関心をくみ

取り，幼児の取り組み方や心の動きを理解し，

豊かな体験をしていくことができるように遊び

の流れにそったかたちで環境を構成していくこ

とが大切である。 エ ごっこから劇遊びへの発展 

また，幼児の遊びは友達とイメージを共有す

ることにより，広がりをもち深まっていくもの

であるから，幼児同士のつながりができるよう

な環境構成が必要である。 

 ごっこと劇遊びの初歩の姿は一体である。 

           ③ 

        ② 

① 

演劇活動 

劇あそび（劇的な活動）

(そのものになりきって楽しく演
じる。ままごと,お店ごっこ等） 

ごっこ 
① 年間指導計画の作成    

幼稚園における幼児の発達の過程とごっこ遊

びのもつ要素やその中で獲得されていくものを

考慮し，環境構成を盛り込んだ「ごっこ遊び」

の年間指導計画を作成した。 

幼児が日常生活の中で経験したことや，絵

本・物語に出てくる話をそれぞれの幼児が役

になりきって動くことで行なわれる。 

 

 ○ 劇遊びを楽しめるようにするために 

 



 ごっこ遊びの年間指導計画 

 Ⅰ期（４月～５月） Ⅱ期（６月～８月） 

発達 
の 
過程 

◎教師との触れ合いや友達と遊ぶ中で，園生活

に親しみ安定していく時期 

◎園生活の中で安定し，気の合う友達とかかわり

ながら，遊びを広げていく時期 

ごっこ 
の 
位置 
づけ 

・安心していられる場を求める活動，自発的に

摸倣し，自己を出しやすくする活動としての

意味を持つ 

・個のイメージを試行し，ものを媒介にしたりし

ながら友達と触れ合える活動として意味を持つ 

環
境
構
成 

○家庭で使った経験があるようなものや同じ種

類のおもちゃを数多く用意し，持ったり触っ

たりして安定できるような遊具をコーナーに

設ける｡ 

○遊びを楽しみながら周りの様子にも目を向け

させるように，遊びの中に自然物なども取り

入れる。 

○遊びに必要な遊具を取り入れながら遊び，かつ

広がるように考慮する(積木，砂場遊具) 

○友達に関心を持ち始めているので，少人数で遊

べるコーナーを多く設定し，同じ場で遊べるよ

うにする。 

○好きな遊びをするための十分な時間と，遊びの

続きができる場を設定する。 

教
師
の
援
助 

○遊びの中に進んで参加し，幼児と同じように

一緒に楽しむようにし，幼児に安心感を持た

せ，教師とのつながりが持てるようにする。 

○一人一人の遊び方を見守り，興味・関心を捉

え，遊びへの方向付けをしたり，じっとして

いたりする子は様子を捉え一緒に遊びに参加

するようにする。 

○一人一人の幼児を理解し承認しながら集団で

の生活の仕方を個々に知らせる。 

○興味を持って遊びに参加するように，幼児の実

態を捉えながら喜んで参加できる活動を精選す

る。 

○遊びの中に加わり，遊びに必要な言葉やものに

気付かせたり，遊び方を知らせたりしながら，

遊びや友達との接触に，抵抗なく活動できるよ

うにしむける。 

○自己主張のできない幼児には，遊びを通して自

己表現できるように配慮する。 

ご

っ

こ 

・

他

の

活

動 

個 
ままごと，ブロック，積木，絵本，自由画， 

滑り台，砂遊び，挨拶や返事等 

製作，平均台・巧技台，水遊び（シャボン玉・色

水），虫とり等 

グ
ル
ー
プ 

ままごと，大型積木，並びっこ，かごめかご

め，花いちもんめ，鬼ごっこ，かくれんぼ等 

砂遊び，お母さんごっこ，お店屋さん，ジュース

屋さん，色々な鬼ごっこ，魚つり等 

学
級
全
体

話を聞く，歌をうたう，絵本・紙芝居を見る，

手遊びをする，表現遊び（握手でこんにちは，

おおかみさん等）等 

フォークダンス，楽器，ゲーム（イスとりゲー

ム，ハンカチ落とし等），プール遊び 

夏まつり等 

ごっこ
の 
持つ 
要素 

・場，物による安定 

・摸倣による自己開発 

・好きな友達ができてくる。 

・物を媒介にして自己の要求を通すことができ

る。 

獲得さ
れてい
くもの 

・場や物に慣れ，教師に親しみがもてる。 

・好きな遊びができる。 

・一緒に遊んでいる友達がいることに気付く。 

・好きな友達と一緒にいたいという欲求。 

・教師や友達に，自分の思いや要求がだせる。 

・気のあった友達ができる。 

・遊びに必要なものがわかり自分でできる。 

 

 



 

 Ⅲ期（９月～12月） Ⅳ期（１月～３月） 

発達 
の 
過程 

◎友達関係を深めながら自己発揮をしていく時

期 

◎友達とイメージを伝え合い，力を合わせてや

り遂げる楽しさがわかる時期 

◎友達同士で目的を持って，幼稚園生活を展開

し，自信を持って行動していく時期 

ごっこ 
の 
位置 

づけ 

・わかりあえる関係でごっこに必要なものを言

葉を媒介に知らせることができ，遊びに対す

る共通理解や一緒に行なう遊びを深める活動

としての意味がもてる。 

・社会認識が定着したり広がったりする活動，グ

ループの主体的な遊びになり得る活動としての

意味がもてる。 

環
境
構
成 

○目的にあった行動をするための試行に必要な

材料が，自分の判断で使っていけるようにす

る。 

○気の合った友達グループがいろいろな遊びに

進んで取り組めるように環境を整え，遊びを

精選する。 

○先行経験から必要なものを自分たちで用意して

いけるようにする。 

○生活の中にある機器や物を活用できるようにし

ておく。 

教
師
の
援
助 

○遊びの段階を見極め，遊びが発展していくためのヒントや刺激を必要に応じて間接的に与えていく

ようにする。 

○個々で技能を高めたり，グループで目的に向かって努力している姿勢やその過程を認め，それを幼

児同士で気付いていくように配慮する。 

○幼児の自然発生的なごっこを十分育てていき，遊びを盛り上げていくようにする。 

○グループや学級で共通の目的をもって遊びが進められるよう，活動の精選とグループの編成を配慮

する。（気の合ったグループ，教師の意図的グループ，活動別グループ） 

○遊びに必要なものに気付かせたり，学級全体でのごっこに発展させ，幼児同士のつながりを深める

ようにする。 

ご

っ

こ

・

他

の

活

動 

個 
絵本，運動遊び(なわとび，竹馬等) 

製作，折り紙等 

運動遊び，マラソン，こままわし，たこ作り，製作

（鬼の面，ます，雛人形）等 

グ
ル
ー
プ

かけっこ，リズム遊び，ペープサート， 

劇遊び，楽器，紙芝居つくり，サッカー 

ドッジボール等 

お正月遊び（カルタ，すごろく，福笑い，トラン

プ）郵便ごっこ，運動遊び，鬼ごっこ，相撲，おし

くらまんじゅう等 

学
級
全
体

運動会，遠足，フォークダンス，お店屋さん

ごっこ，クリスマス会，劇遊び 

お正月遊び，郵便ごっこ，劇遊び，劇場ごっこ，修

了式の共同制作(飾り，壁画）等 

ごっこ
の持つ
要素 

・共通のイメージを持って課題に取り組む。

・役割分担から社会認識が広がる。 

・主体的，意欲的に取り組む中で，創造性の芽生え

を培う。 

獲得さ
れてい
くもの 

・気の合った友達との仲間意識が強まる。 

・遊びに必要なものを工夫したり，考えたり

する構えができる。 

・グループで目的や見通しを持って取り組む

構えができる。 

・先行経験を生かして主体的，意欲的に取り組もう

とする構えができる。 

・表現活動への充実感，満足感を味わうことができ

る。 



３ 研究内容３ 

(1) 「よさ」を認め合う保育の実践 

① 学級における仲間作りを広げるための教師

の援助 

幼児は，園の集団生活で起こる様々な葛藤や

いざこざを乗り越えて友達と生活を共有してい

く。そのため幼児同士のつながりをつくるため

の教師の存在，役割は大きく，以下のような段

階の援助が必要である。 

ア 幼児の心情をよく理解し，受け止め，一人

一人のよさを認め，学級として打ち解けた温

かい雰囲気作りを心がけ，安心して自己発揮

できるようにする。 

イ 友達とかかわり合うきっかけとなる環境構

成や援助をする。 

ウ 様々な友達とのかかわりの中で，多様な経

験をし，よさを相互に認め合えるようにする。 

エ 集団で一つのものを作ったり，それぞれが

役割を分担して一つのことを成し遂げたりす

ることを通して，仲間意識を高めるようにす

る。 

② 「よさ」とは 

「よさ」とは，思考や判断，表現などにおい

て，幼児一人一人をその子の持ち味ととらえ，

その子らしくいられることと考える。 

幼児は，周囲の人々に自分がどう見られてい

るかを敏感に感じ取っており，よき理解者とし

ての教師の存在は大きい。自分に好意をもって

温かい目で見守ってくれる教師との生活では，

安心して自分らしい動きができ，様々な物事へ

の興味や関心が広がり，自分から何かをやろう

とする意欲や活力も高まる。 

そして，一人一人のよさや可能性を見いだし，

その幼児らしさを損なわず，ありのままを受け

入れる教師の姿勢により，幼児自身も友達のよ

さに気付いていき，認め合うことができていく

と考える。 

③ 保育の中でよさを伝え合うために 

・教師が積極的に幼児一人一人のよさを見つ

け，モデルとなりながら導いていくように

する。 

・幼児同士が友達のよさを伝え合える場を設

ける。 

・伝え合う喜びを味わわせるようにする。 

④ 伝え合う場の工夫 

ア 友達みんなの顔が見えるように，教師も一

緒に車座になり，相手の顔を見ながら伝えて

いくようにする。 

 
写真  

 

 

 

 

 

イ 話し合いの時のルールを子ども達と一緒に

決めていき，確認していく。 

 

 

 

 

 

・時間になったら円になって座ってまつ 
・手には何も持たない 
・おしゃべりやいたずらはしない 
・話をする人に，目・耳・心・身体を向ける 
・立ったり，歩いたりしてはいけない 

ウ 友達のよかった 

ところをカードに  【きらきらカード】 

 書き，プレゼント 

する。 

 

 

  
 
 
 

 
より 

ピンクの 
色画用紙  

  

エ 友達のよさを見つけられた子も褒め，認め

る場とする。 

 
写真  

 

 

 

   友達のよさを見つけることができた子には 

メダル式のカードにシールを貼っていった 

 

 



Ⅶ 指導の実際 

１ 活動計画 

回 月 日 ねらい(◎人とのかかわり) 活動内容（❤認め合う場） 援助の視点 

 

 

１ 11 月７日 

（火） 

◎先生や友達と一緒に過ご

すことの喜びを味わう。 

○みんなの好きな絵本を見

て，クイズ遊びを楽し

む。 

★わくわくタイム 

・絵本クイズ 『スイミー』  

・自分の意見(気持ち)を発表す

る。 

・絵本の主人公になったつもり

で表現する。 

楽しく進めながら

友達の考えや思い

を聞き，いろいろ

な考えがあること

に気付かせていく

ようにする。 

 

２ 

３ 

 

11 月８日 

 10 日 

(２時間） 

◎友達や先生と積極的にか

かわりながら楽しさを共

感しあう。 

○表現遊びを友達と一緒に

楽しむ。 

★鬼ごっこ（園庭） 

・マグロの鬼や小さな魚になっ

て楽しく遊ぶ。 

・友達の考えや思いに気付く。 

 

遊びの中で，個々

が思い思いに表現

し，自分らしさが

発揮できるように

する。 

 

 

４ 11 月 14 日 

（火） 

◎自分の思ったことを相手

に伝え，相手の思ってい

ることに気付きながら遊

びを進める。 

○イメージを膨らませ，ご

っこ遊びを楽しむ。 

★鬼ごっこ，かくれんぼ 

（園庭） 

・絵本の場面をイメージし、思

いを伝え合いながら，楽しく

遊ぶ。 

伝え合えるような

場を作り，自分の

イメージを伝えな

がら遊びが展開で

きるようにする。 

 

 

 

５ 

 

 

 

11 月 15 日 

（水） 

◎自分の思ったことを相手

に伝え，相手の思ってい

ることに気付きながら遊

びを進める。 

○イメージを膨らませ，ご

っこ遊びを楽しむ。 

★表現あそび 

・海の中の生き物になって遊ぼ 

 う 

★グループを決めよう 

・どの役にするかグループで相

談して決める（配役） 

❤きらきらタイム（友達のいい

ところを探し伝える場） 

遊びの中で「いい

考えだね」と認め

合う場面を捉え，

共感し，他児にも

気付かせていくよ

うにする。 

 

 

６ 

 

 

11 月 17 日 

（金） 

◎友達のよさに気付き，一

緒に活動する楽しさを味

わう。 

○グループで役のイメージ

を出し合いながら、どん

な踊りにするか話し合

う。 

★それぞれの役の踊りや振付け

を決めよう 

・イメージや考えを伝え合う 

❤きらきらタイム 

・イメージやアイ

ディアを伝え合

う場面を捉え認

め励ましていく 

・うまく伝えられ

ない子の仲介役

になる。 

 

７ 

 

11 月 21 日 

（火） 

 

◎発表会について話し合

い、どんな劇にするか思

いを伝え合う。 

★発表会で劇をしよう 

・一人一人の考えを聞きながら

どんな劇にするか話し合う。 

話し合いの場での

一人一人のよさを

認めるモデルとな

るようにする。 

 



 

 

８ 

９ 

 

11 月 21 日 

22 日 

(2 時間） 

◎友達と積極的にかかわり

ながら，劇あそびを進め

ていくことができる。 

○発表会に必要なものを工

夫して作る。 

★お面を製作する。 

★グループで劇遊びをしよう 

❤きらきらタイム 

遊びの様子を見守

ると共に困ってい

る時にはアドバイ

スをしたりする。 

 

 

10 11 月 24 日 

（金） 

◎自分の思いを伝えたり、

友達の考えを聞きながら

劇遊びを進め，友達のよ

さに気付く。 

★グループで練習をする。 

★各グループの発表会をする。 

❤きらきらタイム 

「見せたい」気持

ちが高まるような

場の設定と認め合

う雰囲気を作る。 

 

 

11 

 

 

11 月 28 日 

 （火） 

 

◎友達と一緒に物事をやり

遂げようとする気持ちを

もつ。 

○友達と話し合ったり、協

力したり役割を分担し劇

に必要な物を作る。 

★舞台の飾りや劇に必要な物を

作る。 

・友達とイメージを出し合いな

がら小道具作りをする。 

発表会への期待を

膨らませていき，

友達と共通のイメ

ージを持って進め

られるようにして

いく。 

 

 

12 

13 

14 

15 

 

 

 

11 月 30 日 

12 月 1 日 

12 月 5 日 

12 月 6 日 

 

◎友達と一緒に物事をやり

遂げようとする気持ちを

もつ。 

 

○友達と話し合ったり、協

力したり役割を分担し表

現する楽しさを味わう。 

 

★劇遊びをする。 

・せりふを覚えたり、役になり

きって表現する。 

・友達と共に過ごすことで嬉し

い，悔しいなどの多様な感情

体験を味わう。 

❤きらきらタイム 

・気付いたことを伝え合う。 

・個やグループの

課題をもって取り

組めるように励ま

し，認めていくよ

うにする。 

・友達のよさに気

付かせていく。 

 

14 

 

12 月 7 日 

 （木） 

公開検証

保育 

◎遊びを進めながら友達の

よさに気付き，一緒に活

動する楽しさを味わうこ

とができる。 

◎友達と一緒に物事をやり

遂げようとする気持ちを

もつ。 

★劇遊びをする。 

・自分の役やセリフがわかり，

劇遊びに進んで取り組み，楽

しむ。 

・お客さんの前で発表する。 

❤きらきらタイム 

・よさに気付き，伝え合う。 

お客さんに見ても

らう緊張や不安を

受けとめながら，

人とかかわる楽し

さを伝えていくよ

うにする。 

 

15 

16 

17 

 

12 月 12 日 

12 月 13 日 

12 月 14 日 

◎共通の目的に向かって，

練習に進んで取り組み，

仲間意識を高めるととも

に，期待感を持つ。 

★意欲的に練習に取り組む。 

・友達と支えあい，励ましあい

ながら劇遊びをする。 

・気付いたことを伝え合う。 

 

クラスのみんなで

お互いを認め合い

ながら劇遊びに取

り組んできた過程

を伝え，さらに仲

間意識を高め，や

り遂げた満足感が

十分に味わえるよ

うにしていく。 

 

18 12 月 15 日 

（金） 

◎生活発表会に参加し、み

んなでやり遂げた満足感

を味わう。 

★生活発表会でこれまでの頑張

りを見てもらう。 

・大勢の前で，自分の役になり

きって表現し楽しむ。 



２ 検証保育時に心がけたい援助 

援助の観点 教師の援助・配慮 

保育前の 

工夫 

・始まる時間等を提示しておき，目的意識をもって取り組めるようにする。 

・歌，手遊びなどを用いて子どもをリラックスさせるようにする。 

教師の言動 

（集合時） 

・暖かい笑顔の表情と優しい言葉かけ，話し方を心がける。 

・集合時での説明等は，一人一人の反応を捉えながら話し，聞いていない子には，言葉

だけの注意ではなく目の動きや間のとり方で知らせるようにする。（集中して聞いて

いる子の妨げにならないようにする） 

・よさを伝える話し方のモデルとなるようにする。 

・練習後は，それぞれを認め次回につなげる言葉かけを心がける。 

教師の言動 

（活動時） 

・教師の立つ位置を工夫し，各グループへの援助のタイミングやそれぞれのかかわりを

捉えるようにする。 

・仲間となって一緒に活動する中で，子ども同士が相手のよさに気付いたり，認め合っ

たりするかかわりを見逃さずに捉え，つながりを深めるようにする。 

教室環境の 

工夫 

・座席配置は，「前向き型」「グループ型」「車座」と活動にあわせて変えられるよう

な広さを確保しておく。 

・イメージしたものがすぐに実現できるように教材コーナーを設け，その中でも友達と

のかかわりが広がるような机，イス，教具の配置をしておく。 

・グループの友達とかかわれるように各グループの曲（テープ）を子どもが見える場所

に，また，カセットデッキを子どもの届く位置に配置しておく。 

・グループの練習の進捗状況や発表会までの流れなど動機付けとなるような表を準備

し，活動後は確認できるようにしていく。 

子どもの 

発表 

 

・よさを伝える，相手の話はしっかり聞くというルールが守られている場であるように

する。 

・必要に応じて言葉の補足や代弁を行なったり，緊張する子の傍に寄り添うなど発表す

る子の思いを受け止めるようにする。 

 

 

３ 活動の概要 

（１）「かくれんぼをしよう」  11 月 14 日（火）【第４時】 

 

                               

 

 

 

 

 

 

 

絵本『スイミー』の読み聞かせの後，小さな魚たちが大きなマグロに食べられてしまう場面
を，鬼ごっこに見立てて「スイミー鬼ごっこ」が展開された。マグロの鬼と小さな魚たちのご
っこ遊びである。園庭を広い海の中と設定し遊んでいると自然と「鬼が来たー，早く逃げろ」
「食べられたの？残念だったな！」「マグロが早いから捕まった」と友達同士の会話も弾み，
全員が捕まると「今度，マグロやりたい」と何度もごっこ遊びを楽しんでいた。 
登園するとすぐに「先生，今日もスイミーごっこやろう」「今日は，マグロやりたいなー」

と言う子もいて，自主活動時にも取り入れながら遊びを楽しむことができた。 

前時までの活動の流れ 

本時：一人ぼっちになったスイミーが小さな魚の兄弟たちを見つける場面を【かくれんぼ】

にし，鬼ごっこと同様に園庭で遊ぶことになった。 

 



遊びの中で友達に認められる楽しさを味わう場面 

① スイミーがたくさんいたらおかしいよ 

・新しい遊びが展開されることになり，かくれんぼをしようとたくさんの子ども達が集まった。

絵本のイメージを持っている子ども達はすぐに「スイミーやりたい」とスイミー役がたくさん 

になってしまった。 

友達とかかわる幼児の姿，言動  ◎教師の願い・援助 ☆考察  

Ｓ男「スイミーは一匹しかいないのに，たくさんいたらお

かしいだろう」 

Ｒ男「でも一人だったら見つけるのが大変だよ」 

「そうだよ」「２人か３人でもいいんじゃない」と周

りの子ども達に言われ，  

Ｓ男「じゃあいいよ，やってみれば」と少し不満そう。 

・スイミー２人で 30 数えるまでに隠れることとなった。

しかし，園庭が広く数え終わるまでに隠れることがで

きずほとんどの子がすぐに見つかってしまった。 

Ｓ男「やっぱり１人がいいよ」とまだこだわっているが 

Ｄ男「数えるのは 50 にしよう」 

Ｔ 「どうして 50 にするのかな？」 

Ｄ男「30 だったら短いからすぐ見られた(捕まった)けど 50

だったら大丈夫だと思う」 

Ｔ 「いい考えだね」 

「じゃあ 100」「ううん，500 にしよう」と他児からい

ろいろな意見がでる。Ｓ男もＤ男の考えに納得した

様子で 

Ｓ男「２人で 100 にしよう」と提案。 

「うん，いいね～」「そうしよう」「いい考え」と言

われうれしそうな様子であった。その後遊びが展開 

・その後，帰りの会の中で「みんなとかくれんぼをして楽

しかったです」と発表した。 

◎遊びの中での子ども達の考えや

気付きを大切にし，相手に伝え

合うことを大切にしていきた

い。 

 

 

 

 

 

 

 

◎友達の考えも聞き，受け入れら

れるようになって欲しい。 

 

・教師が友達の考えを受け止める

モデルとなるようにする。 

 

 

☆友達の考えも受け入れることで

遊びが発展したり，友達に認め

られる経験もでき，より遊びが

楽しくなったようだ。 

Ｓ男は，クラスのリーダー的

存在でもあり，物知りで優し

い面も持っているが，自分の

意見だけを通そうとすること

が多い子である。 

 

② まだ，見つかっていないのに 

・３回目のかくれんぼが始まり，「小さな魚」になりきっている子ども達が隠れている時に，Ａ

子とＩ子が「先生，まだ見つかっていないのに～」と悲しそうにくる。前回のかくれんぼの時

に２人で隠れ，鬼にみつけられないまま，次の遊びが進行していたのだ。 

友達とかかわる幼児の姿・言動 ◎教師の願い・援助 ☆考察 

 みんなに取り残されたようで不安そうな 2人。 

Ｔ 「すご～い，今までずっと見つからなかったの？」と

言うと泣きそうだった顔が笑顔になり， 

Ａ子「うん，誰も見つけなかったよ」 

 

おとなしく，いつも 2 人だけで遊ぶ

ことが多いＡ子らがごっこ遊びに参

加してくれていることがうれしい 

◎他児とのかかわりが広がっていけ

 



 

Ｔ 「え～，どこに隠れていたの？」 

Ｉ子「先生，内緒だよ」「砂場の所の壁の後ろに隠れてい

たんだよ」「鬼がきたけど，見られなかった」 

Ｔ 「そうだったんだ」「わかった，内緒ね！」 

  

子ども達「へ～，すご～い」「どこに隠れていたの」 

  「忍者になっていたの？」「わかった透明人間？」 

Ａ子，Ｉ子「あはは，違うよ～」 

Ｔ 「隠れた場所は内緒ね」「でも，どうして見つからな

かったのか，2人に聞いてみようか？」 

Ａ子「何もしゃべらなかった」 

Ｉ子「ずーっと静かにしていた」「2人で隠れていた」 

子ども達「先生，もう 1 回かくれんぼしよう」 

Ｍ子「次はＡ子たち，見つけよう！」 

たらいいな 

・見つけられなかったことを強調し

て認めてあげた。 

・みんなが捕まり，次回の遊びが始

まる前に 2人のことを報告した。

 

 

・他児とのかかわるきっかけ作りを

 する。 

 

☆小さな声ではあったが，自分たち

の経験を友達に伝えることがで

き，また認められたことが嬉しい

ようであった。 

 

 

 

 

活動後，2 人に感想を聞くと，「とっても楽しかった」
「明日もやりたい」という答えがかえってきた 

翌日の自主活動時のごっこ
遊びで，2 人も一緒に遊ぶこ
とができた。 

（２）「海の生き物になって遊ぼう」  【第 5時】 

  くらげ・こんぶやわかめ・うなぎ・いせえび，さかなたち・いそぎんちゃくになったつもりで

表現活動を楽しんだ。 

「海の中だから，ゆらゆらゆれるんだよ」と手をぶらぶら 絵本の中の絵を見ながら 

させたり，寝転がって身体をくねくねさせて「うなぎだよ」    みんなでイメージを出し 

と話し，個々が思い思いに表現を楽しんでいた。         合うことに・・・ 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【第６時】 

                「ポンポン使っていい？」「リボン作りたいから紐貸して」と 

                それぞれのグループで必要なもの作ったり，踊りを楽しんだ。 

グループに分かれ，海の中の
生き物それぞれになって遊ぶ
ことになった。 

 
Ｋ男「ゆらゆらしている」 
Ｎ男「かさみたい」 
Ｍ子「ほんとだ，かさにひら

ひらつけたらそっくり」 

くらげ 
 

Ｋ児「はさみ持って踊る」 

運動会のリズムで使用した
ためか全員のイメージが一
致。 

「本当だ」 
Ｍ美「ポンポンみたいー」 

 
いそぎんちゃく 

うなぎ 

運動会の記念品で縄跳びをも
らい，挑戦する子も増えてい
たためかほとんどの子が「な
わとびだ～」と連想 

「縄にも見えるな～」 
Ｓ男「なんか，ひもみたい」 
 

いせえび 

とＣＭソングで踊りだす 
Ｋ児「えびマヨマヨ,えびマヨ
Ｓ男「でもはさみあるよ」 
みんな「危ないだろう」 

「リボンだ」「わーこんぶに似ている」「Ａ男貸してー」 

 どこからか見つけてきたチラシの剣を振り回しているＡ男
の剣に緑のビニール紐をつけてくるくる回してみせた 

Ｔ子「いっぱいあったら森になるよ」 
Ｍ子「はっぱみたい」 

 
こんぶやわかめのはやし



（３）「生活発表会で劇をしよう」  【第７時】 

  12 月に生活発表会があることを話すとすぐに「スイミーの劇をしたい」ということになり，ど

んな劇にしていくか話し合っていった。 

  

 

 

 

 

  

①お面を作りたいといった子の意見を取り入れ，作りたい時に自分たちで作れるように

材料を準備し，教室に製作コーナーを設けた。  

子ども達の姿 

ごっこ遊びで楽しんだ「かくれんぼを劇の中でやりたい」，「グループで決めた踊りも

やりたい」といろいろな考えがでてきた。劇にはセリフや音楽なども必要だと話すと「わ

かるよ，ナレーターでしょう」と保育園で経験したことのあるＭ子が言った。「お面とか

洋服もつけよう」と話す子も・・・。 

     ②グループの活動を中心に劇遊びを行なっていった。 

 

 

  

 

 

 

 

    

 

  

  子どもの姿  

各グループで，海の中の生き物について話し合っ  

たイメージを基に曲を決めたり，それにあわせた踊 

りを決めていった。また，小道具作りなど協力しな 

がら進めていく姿が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 

写真 

写真 

写真 

小
さ
な
赤
い
魚
や
ス
イ

ミ
ー
の

空き箱や牛乳パックの廃品を利用してのお面作り！

各材料別にかごに入れ，片付けもしやすいように。

製作コーナーの傍の壁面は「スイミー」の絵
本をイメージした環境を構成。絵本も目の届
く場所に置いておき，イメージを持ちやすい
よ

お
面
作
り うにした。

「
こ
こ
は
黄
色
を
塗

る
か
ら
，
Ｎ
く
ん
は

緑
を
塗
っ
て
ね
」 

自主活動時も「先生，コンブやわかめの踊りを

決めてもいい？」などと自分たちで練習する姿

認め合う子どもの姿 

 ポンポンをイメージしたイソギンチャク
のグループは，曲に合わせて「こんな踊り
は？」と回って見せた子に「すごーい，い
いねぇ」「かわいい，そうしよう！」と認
め，一人一人の意見を取り入れながら次々
と決めていき，自分たちで練習を進めてい
く姿があった。 

他のグループにもいつも「すごい」と認
められるグループであった。 

くらげグループは，子ども達がイメージした

“かさ”を取り入れることに！ 

布部分をはがし，絵を描いた白のビニール袋

を貼り付けてフワフワ感を出していった。 

 



（４）「グループの発表会をしよう！」  【第 10 時】 

  
子どもの姿 

それぞれのグループの曲や踊り， 使う小道具なども出来てきて，子ども達

は，自分たちの遊びを進めながらも他のグループを意識し，見ながら一緒に踊ったりす

るよ

 
また踊りに

 

 
 うになってきた。

 

      各グループの発表会を行うことにした。 

       それぞれのよさに気付き，認め合う場となるようにし，クラスみんなをつなげる 

       きっかけとなるようにした。 

 ホールでのグループ発表会 

               【教師の援助として】 

                     「本物のくらげみたい」→「グループのみんなで協力 

して作ったからそっくりのものができたんだね」 

                     「かわいい」→ 「みんなで練習をいっぱいやったん 

最初は，元気いっぱいのくらげグル
ープが「やりたい」と手をあげた。
手作りのかさをくらげに見立てての
踊りに「本物のくらげみたい」「か
わいい」と歓声があがる。 

だね」と子どもの意見を取り上げながら“よさ”と 

して気付かせていくようにした。 

 

          【教師の援助として】 

                       ①どうしたらいいのか考えることができるよう

に他児たちに投げかけてみる。 

縄跳びで表現するうなぎグループは，
どの子も跳べるようになったことを披
露するなど，それぞれのグループの踊
りを見せ合うことが出来た 

「頑張ろうって決めて練習したらできるよ」

「みんなで一緒に決めたほうがよい」 

「ふざけるからできないんだよ」と友達からア

ドバイスを受ける。 

                       周りからいろいろなことを言われたことで余計

にふざけてみせるＴ男のグループ 

②練習も終わり，しばらくしてミルクの時間。担任にお願いして，劇のグループでおやつを

頂くことにしてもらった。 

  教師も一緒にＴ男のグループでおやつを頂き，おしゃべりをしながら「得意なこと」を

聞くと「ない」と答える男児たち。教師が「Ｔ男たち，いつも側転したり逆立ちしている

でしょう！あれは，みんなはできないんだよ。すごいことだよ」と言うと「先生，見た

の？」と笑顔になった。「得意なことをやってみたら！」と言うと「やりたーい」とすぐ

に決定した。 

                      

約束事を決め，早速練習開始！     その後，自分たちで話し合い，グループでの 

活動を進めていき，側転と組み体操も取り入れ 

ての振り付けが完成していった。          

                        

                     

                      

しかし， 

ふざけることが多いいせえびのグルー
プは，踊りの流れや振り付けがほとん
ど決まっておらずバラバラで，「おも
しろい」と笑っている子もいるが，子
ども達から「ちゃんとやらないと～」
「変なの～」と言われた 

・練習する時は，先生がいるときに
一緒にやること 

・必ずマットを敷いてすること  
・広いところですること 

 



（５）「劇に必要なものや舞台の飾りつけを作ろう！」  【第 11 時～】 

 
子ども達の姿 

劇遊びが進む中で，子ども達からいろいろなイメージ  

海の中にするためには，絵本のように「岩があること が 

隠れられるようにすること」，「昆布やわかめ・イソ れ 

ていること」ととし，協力しながら作っていった 

 
が広がっていった。舞台を

」，「そこで小さな魚たち

ギンチャクがゆらゆらとゆ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）「先生，スイミーの劇も練習しよう！」 

   生活発表会には，クラスのスイミーの劇以外にも，園全体でクラスの枠をはずし，ペープサ

ートやリズム，エイサーなど自分でやりたいものを選択した種目もあり，曜日と時間を決めて

練習を行うことになった。そのため，劇遊びをやらない日もでてきた。 

                        【環境構成の工夫として】 

                       ・全体での練習は時間の都合上できない日は，

劇の流れが書かれたシナリオや曲を準備し，

空いている時間にできるようにした。 

 ・生活発表会までの日程表などを作り，自主的

に練習を行なったグループには，◎印をつけ

ていき動機付けを行なった。 

   友達のよさを伝えるきらきらタイムでは・・・ 

 

  

 

 

 

   と，たくさんの「よさ」がでてくるようになった。 

写真 

写真 

写真 

友
達
と
か
か
わ
り
，
ご
っ
こ
に
必
要
な
も
の
を

相
談
し
，
工
夫
し
な
が
ら
作
っ
て
い
く
姿

チ
ラ
シ
が
足
り
な
い

か
ら
，
も
っ
と
取
っ

て
く
る
ね

こ
の
岩
，
何
色
に

す
る
？ 

写真 

テ
ー
プ
付
け
る

か
ら
，
こ
こ
を

つ
か
ま
え
て
い

て
ち
ょ
う
だ
い 

子ども達の姿 

「先生，スイミーも練習したい」「早

く，終わったらセリフの練習していてい

い？」と練習のない日を残念がる子ども

もたくさんいた。 

 
Ａ 

リボンダンスが 
かわいかった 

 
Ｔ 

・イソギンチャクのグループは，いつも一生懸命練習

をしていて踊りも上手になってきてすごいと思う。 

・Ｔくんは逆立ちの練習の時につかまえてくれた。 

・なわとびであきらめずに頑張っていました。



４ 公開検証保育 

公 開 検 証 保 育 指 導 案 

                                                       平 成 18 年 12 月 ７日 （木） 

                                                       沖縄市立 宮 里 幼 稚 園 ３組 

男児 16 名  女児 16 名  計 32 名 

保育者 大城雅美(T１) 金城葵(T２) 

 

（１） 活動名 「『スイミー』の劇遊びをしよう」 

（２） 活動設定の理由 

① 教材観 

ごっこ遊びからの移行である劇遊びは，子どもが自分の経験や願望，知っていることを，友達

と一緒にイメージを広げながら，自分たちで創造していくことのできる遊びである。 

『スイミー』の絵本は，これまで何度か読み聞かせを行ない，子どもたちが好きな絵本のひとつ

で，すぐに絵本の中のイメージを膨らませ，ごっこ遊びを楽しむことができる。また，グループ

に分かれそれぞれが考えや思いを出し合いながら遊びを進めていくための適当な配役もあり，遊

びを進めながら積極的に友達とかかわることができると考える。共通の目的に向かって友達と話

し合ったり，協力したり役割を分担する中で友達のよさに気付き，一緒に表現する楽しさを味わ

うことができる教材である。 

 

② 幼児観 

運動会を経験し，やり遂げた満足感から友達と力を合わせる楽しさがわかる時期である。友達

を誘って，イメージを伝え合い，自分たちでルールを決めながらごっこ遊びを楽しんだりする姿

も見られる。しかし，友達関係が広がってきた反面、自己主張も強くなりトラブルも多々見られ

る。遊びの中で自分の思いを伝え，友達の考えも受け入れる機会を作ってあげることで少しずつ

相手のよさにも気付いていける時期であると考える。 

 

③ 指導観 

『スイミー』の絵本から子ども達のイメージを引き出していき，伝え合いながらごっこ遊びを

展開していった。グループに分かれて表現する場面では，自分の思ったことを相手に伝え，相手

の思っていることを受け入れることで，たくさんの考えやアイディアが生まれ，一緒に活動する

楽しさを味わっている。各グループの表現を見せ合ったり，そこでの頑張っているところや良か

ったところを話し合うことで，自分たちももっと頑張ろうという気持ちももちつつある。 

本時は，来週に控えた生活発表会に向け，練習に取り組み，友達と一緒に物事をやり遂げよう

とする気持ちをもつことをねらいとする。自分ではやり遂げることが難しいことも，頑張ってい

る様子ややり遂げようとする気持ちが認められることで，自立心や責任感もはぐくまれ，より人

とかかわる力が育ち，一緒に活動する楽しさを味わうことができると考える。 

 

 

 

 

 



幼

児

の

姿 

・劇遊びを進めていく中で「くらげはかさに似ているね」「うなぎは縄みたい」とイメージを

伝え合ったり，必要なものを相談しながら作っていく姿が見られた。 

・自分たちで踊りを決めたり，セリフの練習を進んで行なうグループもある。 

・お客さんに見てもらうことを楽しみにし，みんなで頑張ろうという気持ちをもちつつある。 

ね

ら

い 

◎遊びを進めながら友達のよさに気付き，一緒に活

動する楽しさを味わうことができる。 

◎友達と一緒に共通の目的に向かってやり遂げよう

とする気持ちをもつ。 

 

内

容

 

・自分の役やセリフがわかり，劇遊

びに進んで取り組み，楽しむ。 

・友達のよさに気付き，伝えあう。 

活動

仮説 

友達と一緒に生活発表会に向けての練習に取り組む中で，頑張っている様子ややり遂げよう

とする気持ちを「わくわくタイム」で認めることによって，先生や友達とかかわる楽しさが

わかり，進んで人とかかわろうとする力が育っていくであろう。 

時間 ◎予想される幼児の姿 ☆教師の援助  ○環境構成 

 

9:00 

 

 

9:05 

 

 

9:15 

 

 

 

 

9:35 

 

9:40 

 

 

 

 

 

 

 

9:50 

 

◎手話ソングをうたう 

「きみに会えてうれしい」 

 

◎みんなでスイミーの劇遊びをしよう 

・今日，頑張りたいことをグループで話し

合う。 

・グループの代表が発表する。 

・ホールに移動し，準備する。 

・みんなで劇遊びを楽しむ。 

 それぞれの役になりきって，表現した

り，曲に合わせて楽しく踊る。 

・協力して片付ける。 

  （教室へ移動） 

  

 

 

 

 

 

 

 

担任に引き継ぐ 

☆事前にトイレ，手洗いを済ませておくように

声をかけておく。 

☆楽しい雰囲気の中で，始めることができるよ

うにする。 

○カセットデッキ，テープを準備しておく。 

☆それぞれの気持ちを受け止め，クラスみんな

の気持ちへとつなげるようにする。 

☆自分たちで準備ができるように見守る。 

☆演じ方や声の出し方など，頑張っている子を

認める場を設け，他児に知らせたり，必要に

応じてアドバイスをする。 

☆協力し合っている姿を認め，励ましながら，

自分たちで進めた楽しさや満足感を味わわせ

るようにする。また，できていない子の気付

きにもなるような言葉かけをする。 

☆発見や感じたことをみんなで共感し合えるよ

うな雰囲気をつくる。 

・発表する子の気持ちになって聞くことができ

ているか 

○きらきらカードを準備しておく。 

☆友達のよさに気付いた子のよさも認め合える

ようにする。 

評価 

◇自分の出番やセリフがわかり，劇遊びに進んで取り組むことができたか 

◇みんなでやり遂げる充実感を味わうことができたか 

◇友達のよさを見つけ，相手に伝えることができたか 

◎わくわくタイム 

・車座になって座る 

・楽しかったこと，困ったこと，友達

をみていいなと思ったこと等を伝え

合う（きらきらカードの贈呈） 

 

 



 

 
公 開 検 証 保 育 の 様 子  

写真 

 

①手話「きみに会えてうれしい」 

 

 

 

 

 

 

 

 

②グループで話し合い 

 

 

 

 

 

 

 

 
 グループでセリフの確認や，今日頑張り        グループで話し合ったことをクラスの 
たいことを話し合い，決めます。           みんなに伝えます。 

 

③ホールに移動して劇遊びをしよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

写真 

写真 写真 

写真 

写真 

子ども達の元気いっぱいの声， 
楽しい雰囲気の中で始まった。 

「先生は，今日も 
みんなに会えてうれ
しいです」 

☆今日のねらいが達成できるように，目的意識を 
持って取り組めるように，子ども達と保育の 
流れを確認します。 

今日も大きな声で 
セリフを言おうな 

今日僕たちのグループ
は，うなぎの縄跳びを
張ります。

広い海のどこかに
小さな魚の兄弟た
ちが・・・ 

劇に必要なお面や道具は
自分たちで準備をします 

Ｋ
く
ん
，
お
面

忘
れ
て
る
よ 

もういいかい？ 自分の役やセリフ
がわかり，劇遊び
に進んで取り組み
楽しんでいる姿 

 



しかし，出番を待っている友達の 

傍ではけんかが起こることも・・・ 

 

☆話し合うきっかけだけを作り  

    任せてみる 

 

④友達のよさを伝えよう！ 

  劇遊びを楽しんだ後は，みんなで輪になり「わくわくタイム」 

  

  

 

 

・一生懸命頑張っていて 

          すてきでした 

         ・大きな声で言っていた 

         ・いそぎんちゃくのグループが 

          とっても上手でした。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 公開検証保育の考察            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 自分の出番やセリフがわかり，劇遊びに進

んで取り組むことができたか 

・劇遊びに必要なお面やそれぞれの役の小道

具，それを片付けるためのかご等，自分た

ちで責任をもって準備をする様子も見られ，

進んで参加していた。 

・お客さんがいることでの緊張もあったが，

見てもらうことを意識して，普段よりも大

きな声でセリフを言ったり，踊りを楽しみ 

ながら劇遊びを進めることができた。 

・自分の出番を待っている時に友達と小道具

の取り合いでけんかになった子がいた。普

段からじっと座ることができない子ではあ

るが，自分の出番やセリフはわかり，出番

が来ると参加することができるため，グル

ープの踊りの間にみんなで言うセリフを加

えたりして，その子にもクラスの一員であ

るといった連帯感が育つようにしていきた

い。 

 

(2) みんなでやり遂げる充実感を味わうことが

できたか 

・生活発表会の日まで，あと 1 週間というこ

ともあってみんなでやり遂げようとする気

持ちと期待感を高めるようにしてきた。い

つもの練習とは違い，お客さんの前で劇遊

びをし，拍手をもらったことで満足した笑

顔を見せていた。 

写真 

写真 

写真 

どうしたらいいのか
考えてみて！。決ま
ったら 2 人で先生に
教えてね 

活動仮説 

ハートのきらきら
カードに記入し， 
プレゼント！！ 

今日の練習で○○さんの
踊りがとても上手でした 

友達と一緒に発表会に向けての練習に取り組

む中で，頑張っている様子ややり遂げようとす

る気持ちを「わくわくタイム」で認め合うこと

で，先生や友達とかかわる楽しさがわかり，進

んで人とかかわろうとする力が育っていくであ

ろう。 

 



検証保育では，これまでの友達とのかかわ

りで頑張ってきたことを確認し認めながら進

めたことで，初めのグループの話し合いでは，

劇のセリフを確認するグループや「今日も一

生懸命頑張ろうな！」「踊り，間違えないで

よ」「頑張るぞーエイエイオー！」と見ても

らうことでの意欲とこれから始まることへの

期待感を高めることができた。 

・欠席が続き久しぶりに登園した友達を気遣

い，セリフを確認する場面も見られ，みん

なで頑張ろうという気持ちが育ってきたよ

うに思えた。 

・保育後、「みんなが頑張っていてすごかっ

たと思う」という子どもの感想がたくさん

聞かれたことから自分も含めたみんなで行

なったことへの充実感を味わっている様子

であると思われる。 参加者からは， 

・とても楽しそうにやっているのがかわいかっ

た。 

 

(3) 友達のよさを見つけ，相手に伝えることが

できたか ・教師の話をしっかり集中して聞いているので

びっくりした。 ・劇遊びを進めていく過程で，これまでも友

達のよさの見つけ方（教師や友達をモデル

にして）や認めていく場を設け，伝える活

動を多く持ってきたこともあって，検証保

育時も進んで発表する（伝える）子が多く

見られた。 

・保育をした後の振り返りの時間を設けたこと

に意義があると思う。 

・子どもと触れ合う時の距離感がよかった 

・友達から認められ，きらきらカードを受け取

った時にうれしそうにすぐにかばんの中に入

れている子が印象的だった。 ・「大きな声でセリフを言っていた」「本当

の魚のように泳いでいるみたいだった」と

個人の頑張りや「踊りを一生懸命踊ってい

た」などグループでの頑張りを認め，発表

することができた。 

という感想が聞かれた。 

しかし，子ども達の伝え合う場面では，主語

や述語がはっきりしているなどの話し方の工夫

をもっとして欲しかったという意見もあり今後

の課題である。  
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の保護者の感想 

 

 

 

 

 

 



Ⅷ 研究の結果と考察 【事例１】   ―10月― 

 

８  13  ７ 

      ６

 本研究はテーマを「相手のよさに気付き認

め合うための援助の工夫 ～ごっこ遊びを通

して～」と設定し，基本仮説を「ごっこ遊び

を通して，自分の思いや考えを伝えたり，相

手の思いにも気付かせることによって，互い

によさを認め合うことができるであろう」と

し，研究を進めてきた。さらに基本仮説を具

体化した３つの具体仮説を立て，理論研究を

行い，検証保育を実践してきた。そこで，３

つの具体仮説を検証することにより，本研究

の結果と考察とする。 

 

Ｋ男    14     ４ 

     

16   15      

 

 

 

 

 

 

 

検証保育後 ―１月― 

 

１ 具体仮説１の検証 

 

 

 

 

幼児期の発達の特性と人とかかわる力を育

む過程やその意義を捉えたり，保護者へのア

ンケート調査を行なうことによって，幼稚園

における友達との生活の重要性や教師の援助

の在り方の方向性を絞ることができた。 

また，幼児へのソシオメトリックテストを

実施することによって，クラス内の仲間関係

を知ったり，教師の観察やかかわりでは見え

なかった子どもの実態を把握することで，一

人一人の幼児への援助にいかしていくことが

できた。 

事例１は，普段友達とかかわって遊んでい

る様子が見られていたにもかかわらず，ソシ

オメトリックテストでは，好きな友達を一人

しか上げることができなかったＫ男へ行なっ

たグループ編成である。 

Ｋ男が選択した「14 の男児」は優しくて他

児からも人気があり６名からの選択があった。

そのため「14 の男児」と，またＫ男を選択し

た「８の男児」とを一緒にしたグループを作

り，彼らとのかかわりから他児へのかかわり

へと広がっていけたらと願い編成した。 
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 Ｋ男    14    ４ 

     

16    15      

肥満傾向で運動遊びを苦手とするＫ男だが，

グループの話し合いで「縄跳び」をすることに

なった。「どうせ，できないのに」とすぐに諦

めてしまい，他児が練習している傍をふらふら

と歩いていた。しかし，その場を離れることは

なく，他児を気にしている様子でもあったので，

「14 の男児」にＫ男を練習に誘うように働きか

けていった。Ｋ男が縄跳びを持つ，縄を回して

みる，跳んでみるといった段階を見逃さず「も

うちょっとだ，おしい」と声をかけたり，一番

上手な「16 の男児」に“なわとび先生”になっ

てもらったりと教師も意図的にグループの仲間

となってかかわるようにしていった。 

「人とのかかわり」の意義を捉え，幼児の

実態を把握することで，教師の援助の在り方

が明確になるであろう。 

検証保育後の１月に実施したソシオメトリッ

クテストでは，Ｋ男は 14，13，８の男児を選択

した。また，16 が 14，14 が 13，８が 13 の男児

を選択し，新たな相互関係も見られた。 

このように幼児の実態を把握したりしていく

ことで，一人一人にあった教師の援助の方向付

けができ，信頼関係をより深めていくことで幼

児同士のかかわりにも変化をもたらしていった。 

これらのことから，具体仮説１は検証された

といえる。 

 



２ 具体仮説２の検証 

 

 

 

 

 

 

検証保育では，鬼ごっこやかくれんぼなど

のごっこ遊びを楽しむことからクラス全体で

の劇遊びへと発展させる活動を行なった。 

スイミーの絵本を用い，クラスみんながイ

メージを共有できたことで，どの子も進んで

ごっこを楽しみ，絵本の中の生き物になった

つもりで自分を表現し，その楽しさから友達

とかかわることができていった。 

これまで大勢での遊びには興味を示さなか

った２人の女の子の実践例からも，友達とか

かわって遊ぶ楽しさを味わう経験をしたこと

で，小さな声ではあったがみんなの前でも自

分の意見を言うことができたのだと思われる。    また，認められることで今度は相手のよさ

を見つけようとし，発表の場でお互いが相手

のよさを伝え合う関係が徐々にできていった。

そのことで，さらにかかわりに変化が見られ，

弁当やおやつの時間も「スイミーのグループ

で食べたいな」と一緒にいることの楽しさが

広がっていくようであった。 

また，劇遊びへ展開した活動当初は，自分

の思いや考えを伝えやすいように少人数での

グループ活動を重視し，話し合いの場では，

担任や副園長の協力を得て，各グループの子

ども達のイメージを引き出したり，仲間をつ

なげるパイプ役になるように努めてきた。各

グループの踊りや振り付けを決めて練習して

いく過程では，感じていることを身振りや表

情で互いに表現し，確認しあいながらイメー

ジを伝え合うことで遊びが進んでいく姿も見

られ，友達とのかかわりを十分に楽しむこと

ができた。 

また，遊びが進む中で，自分たちで“より

遊びが楽しくなるためには”と考えを伝えあ

い，劇に必要なものを考案していったり，動

きに変化を付けていく場面も見られた。 

このようにごっこ遊びから劇遊びへ意図的

に計画したことにより，友達とかかわる楽し

さを味わい，自分の思いや考えを伝えあうこ

とができていった。 

  このことから，具体仮説２は検証されたと

いえる。 

 
 他児とのかかわりを意図的に計画し，人

とかかわる楽しさを味わわせることで，自

分の思いや考えを伝えあうことができるで

あろう。 

３ 具体仮説３の検証 

 

 

 

 

 遊びの中で，お互いのよさを認め合う機

会を持つことで，自己肯定感も高まり，よ

りよい関係作りができるであろう。 

「友達のよさを見つけよう！」と子ども達と

話し合い，取り組みを重視してきた保育後の

振り返りの時間は，初めは「楽しかった」

「おもしろかった」「またやりたい」と自分

の思いや感想だけをいう子が多かった。しか

し，回を重ね友達とのかかわりが増えていく

ことで，「Ｍさんは，お面を作る時に（優し

く）教えてくれた」「大きな声でセリフを言

っていたのでよく聞こえた」「練習を一生懸

命頑張っているからすごかった」などと友達

を認めていくことができるようになった。 

1 月に行なった「お子さんの話の様子から友

達とのかかわりで変化が見られるか」を聞い

た保護者へのアンケートから 

・入園時は自分のことばかり話していましたが，

最近では友達のいいところを褒め，話してく

れます。 

・降園後に友達と遊ぶようになり，「みんな待

っているから」と約束をしてくる 

・特に友達の名前がでてくるようになり，仲の

よい友達がいることは大事なことで親として

は嬉しい。 

・友達と遊んだり，学習したりすることを楽し

みにし，変わったことがあれば報告していま

す。習った歌もよく口ずさんでいます。 

・「けんかをした」と話すこともありますが，



友達のすごいとこをよく話してくれます。最

近では，「○○は，縄跳び上手だよ」「○○

はフープが上手だよ」と言い，本人も頑張ろ

うと思うようです。 

と，たくさんの意見も聞かれた。 

このことからも，友達のよさを見つける機会

を作ることで，友達との関係もよくなり，友達

とのかかわりから自分も頑張ろうと意欲を高め

たり，自分のよさを認識することができていっ

たのだと考えられる。よって，具体仮説３は検

証されたといえる。 

 

Ⅸ 研究の成果と今後の課題 

１ 研究の成果 

○ 保護者へのアンケート調査から幼児の「人

とのかかわり」における実態を把握すること

により，幼稚園生活の中で，友達とのかかわ

りを充実させるための時間や環境構成の必要

性が明確になった。 

○ ソシオメトリックテストを活用し，幼児の

クラスにおける仲間関係を把握したことで，

より具体的な指導や援助ができた。 

○ 幼児期の発達の特性と「人とのかかわり」，

また教師の援助の在り方についての理論研究

を深めることによって，一人一人の育ちにあ

わせた指導や援助ができた。 

○ 環境構成の工夫により，幼児が友達とかか

わって遊ぶ活動に進んで加わることができ，

自分一人だけの遊びでは味わえない楽しさや

満足感を味わわせることができた。 

○ 自分の思いや考えを伝えられるように援助

し，幼児が伝え合うことで，友達との遊びが

深まる楽しさを味わわせることができた。 

○ 遊びの中で，お互いのよさを伝え合う場を

設け，認め合う活動を行なったことで，友達

とのかかわりに広がりが見られ，自己肯定感

を高めることができた。 

○ グループ，クラスで共通の目的に向かった

活動を行なったことで，協調性や社会性が身

についてきた。 

 

２ 今後の課題 

・ アンケートや各検査等も活用しながら，一

人一人に合った指導・援助の工夫，改善を常

に行なう保育実践 

・ 幼児同士が人間関係を深めていくための年

間を通した指導計画の作成と実践 

・ 交流保育を取り入れた家庭や地域の人々と

の連携の強化 
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